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電源（12V1A）を入れ 30分ほど置いた方が安定です	 （電池使用時は除く）	 	  

青（ヒーター），赤（第一センサー），緑（第二センサー）の３つの波を確認 

液晶画面で	 （標準時）MID	 0.05Hz，40% （30％）になっていることを確認	  

 
プローブを上向きにして，サンプルをのせる	 	 逆も可能 

接触を良くする時は 50g程度の荷重をのせる	  

空気や液体の場合は蓋をする 

右下のデリートキーを押すと測定開始します 

 

温度波が３波以上で三回の減衰率が１％以内になると熱伝導率を自動で表示します	  

標準サンプル	 ＮＩＳＴ	 ＥＰＳでは，0.037-0.039W（２３℃）の範囲です 

 

プローブの表面を軽くぬぐっておいてください	 強く擦らないで下さい 

 
室温の影響があります．HIGH,MID,LOWとも 23℃前後で調整されています 

測定はあくまでも減衰率です 

環境温度を変えるときは，値のわかっている物質で測定し，減衰率と熱伝導率を入力しなおします 

サンプルの位置，接触状態で値が 5％程度ずれることがあります． 

高熱伝導体は，測定できません．１Ｗｍ-1Ｋ-1以下の測定機です 

アセトン等の有機溶媒での洗浄は禁止です	 エタノールで軽くという程度です 

測定はあくまで減衰率です．標準試料を同時に測定して記録しておいてください 

標準試料の減衰率がわかれば，後日熱伝導率に換算可能です 

SDカードは２GBまで	 テキストファイルとして自動追記型です	 	 パソコンで呼び出して下さい	  

パソコンソフトは結果のみ表示し，kabelog 名で自動セーブとなります． 

名前を変更すると新規のファイルとになります 

 



 

 



 


